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 要  旨 
無線通信の広帯域化に伴い，無線周波数帯域に代表される無線リソースが不足するといった問題が
大きくなっている．これを解決する周波数有効活用技術の一つに，周波数を効率的に利用できるOFDM
（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）方式がある．しかし，信号の包絡線が大きく変動し，
PAPR（Peak to Average Power Ratio）が大きいというデメリットがある．この PAPRの大きさが OFDM
信号を増幅する際に問題となっている． 
送信信号を増幅するために，電力増幅器（PA : Power Amplifier）が用いられる．一般に増幅器の電
力効率は増幅器の最大出力に近いほど高くなる．しかし，増幅後の出力が最大出力を超える信号が入
力されてしまうと，信号がクリップされ，信号の線形性が崩れてしまう．このため，信号の PAPR が大きくな
ると，信号の線形性と高い電力効率の両立が困難となる． 
これを解決するために，PAPR の大きな信号に対しても信号の線形性と高い電力効率の得られる技術
が提案されている．その一つとしてDoherty送信機がある．Doherty送信機はキャリア増幅器とピーク増
幅器と呼ばれる 2 つの増幅器から構成されており，各増幅器の増幅動作範囲を異ならせている．2 つの
増幅器からの信号を結合して最終的な出力とすることで，低出力時から高い電力効率を達成できる． 
古典的なDoherty送信機の最終的な出力に対するキャリア増幅器とピーク増幅器の寄与率は 1：1で
あるが，これを電流分割比を用いて柔軟に変更できるようにしたものが拡張 Doherty 送信機である．拡
張 Doherty 送信機を用いることで，OFDM 信号増幅時にも高効率増幅と線形性の両立が期待できる
が，これについての詳細な検討はなされていない． 
本研究では，OFDM信号を拡張Doherty送信機で増幅した場合の理論的な平均電力効率を解析し
た．増幅器には動作クラスがあり，各動作クラスによって電力効率が異なる．そこで，拡張 Doherty 送信
機の各増幅器の動作クラスが異なる場合についても解析した．結果として，実用性を考慮して，=0.25
程度で平均電力効率が最大となり，キャリア増幅器に最大電力効率 60%の AB級増幅器を，ピーク増幅
器に B級増幅器を用いた場合には効率 43%程度が得られることを明らかにした． 
また，Dohertyおよび拡張 Doherty送信機特性は本質的に AM-AM特性において非線形を有する
ため，プリディストーション（PD）ひずみ補償回路との組み合わせが必要である．そこで，PD の平均電力
効率への影響も解析した．結果的に，PDの有無による拡張 Doherty 送信機の電力効率特性への影響
は小さく，の最適値およびその値で得られる平均電力効率は PD 無の解析結果に近いことが明らかに
なった． 
